
近
年
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
、
各

地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
、

闇
バ
イ
ト
、
な
ど
、
い
ま
ま
で
に
な

か
っ
た
新
た
な
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被

害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
や
犯

罪
は
予
測
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、

適
切
な
準
備
と
正
し
い
知
識
を
も
つ

こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

発
災
直
後
に
は
、
「
公
助
」
が
十

分
に
機
能
し
ま
せ
ん
。
行
政
に
よ
る

支
援
が
行
き
届
く
ま
で
に
は
、
あ
る

程
度
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

個
人
個
人
の
、
い
の
ち
や
生
活
を

守
る
に
は
、
自
ら
備
え
る
「
自
助
」
、

近
隣
や
地
域
の
人
た
ち
と
助
け
合
う

「
共
助
」
が
重
要
で
す
。
「
自
助
」

「
共
助
」
を
常
に
高
め
て
い
く
に
は
、

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
意
識
付
け

が
非
常
に
大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
た

「
共
助
」
に
お
い
て
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
助
け
合
え
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
近
隣
、
地
域
で
の
交
流
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
考
え
は
、
災
害
だ
け
で
は
な

く
、
近
隣
の
交
流
が
盛
ん
な
地
域
は
、

地
域
住
民
が
防
犯
活
動
を
行
っ
た
り
、

防
犯
に
対
す
る
意
識
環
境
が
高
く
犯

罪
抑
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

悪
意
や
犯
意
が
出
し
に
く
く
な
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
町
会
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
近
隣
や
地
域
の
交

流
が
深
ま
り
、
安
心
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

防
犯
部
は
、
日
頃
よ
り
夜
廻
り
パ

ト
ロ
ー
ル
・
定
例
会
・
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
を
月
に
一
度
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
特
殊
振

り
込
め
詐
欺
、
ひ
っ
た
く
り
、
外
出

の
際
の
戸
締
り
、
火
の
元
確
認
な
ど

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
な

が
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
岩
戸
南
北
の
死
角
に
な
っ
て

い
る
細
道
や
路
地
裏
を
中
心
に
巡
回

し
な
が
ら
警
戒
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
で
は
、
意
見
交
換
し
な
が

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
の
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
婦
人
部
に
も
参
加
を

い
た
だ
き
、
女
性
の
意
見
や
目
線
を

と
り
い
れ
、
さ
ら
な
る
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
定
例
会

の
後
は
、
徒
歩
で
夜
廻
り
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
師
走
の
月
は
、
よ
り
警
戒

を
強
め
、
犯
罪
や
火
の
元
・
戸
締
り

へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
、
巡
回
区
域

を
拡
大
し
て
歳
末
警
戒
に
努
め
て
い

ま
す
。

犯
罪
の
予
防
は
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
日
頃
か

ら
防
犯
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
自
分
た
ち
や
地
域

の
安
心
安
全
は
、
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
認
識
を
持
ち
、
防
犯
に
関
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
日
常
生
活
に
お
け
る
防
犯
対
策

の
確
認
、
及
び
防
犯
知
識
の
向
上

②
近
隣
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
（
あ
い
さ
つ
、
地
域
清
掃
な

ど
）③

自
主
的
な
防
犯
に
関
す
る
活
動

（
領
域
性
、
監
視
性
）
危
険
個
所
の

把
握
と
対
策
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能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
「
災
害
に

遭
っ
た
ら
」
と
想
像
し
、
準
備
や
対
策

な
ど
の
備
え
を
行
う
こ
と
が
非
常
に
大

切
で
す
。

首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、
発
災
時
に
お
け

る
行
動
を
再
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
身
を
守
る
、
家
族
の
安
否
確

認
、
近
隣
の
見
回
り
、
初
期
消
火
、
救

助
救
出
、
要
配
慮
者
支
援
、
一
時
集
合

場
所(

避
難
所)

、
安
否
確
認
、
情
報
収

集
、
避
難
誘
導
等

②
備
蓄
の
確
認

３
日
分

、
飲
料
水
、

保
存
食
料
、
非
常
用
ト
イ
レ
、
救
急
セ
ッ

ト
等以

下
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
そ
っ
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〈
避
難
〉

・
避
難
所
、
避
難
場
所
を
知
っ
て
い
る
。

・
火
災
か
ら
逃
れ
る
広
い
場
所
を
い
く

つ
か
決
め
て
い
る
。

〈
室
内
〉

・
消
火
器
を
備
え
て
い
る

・
枕
元
に
靴
と
懐
中
電
灯
を
置
い
て
る
。

・
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
い
る
。

（
食
料
、
水
、
懐
中
電
灯
、
薬
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
救
急
セ
ッ
ト
、
携
帯
ト
イ
レ
、

貴
重
品
な
ど
）

〈
備
蓄
〉

飲
料
水
を
備
蓄
し
て
い
る
。
（
３
リ
ッ

ト
ル
×
３
日
分
×
人
数
分
）

・
保
存
食
料
が
あ
る
（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
）

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
が
あ
る
。

・
非
常
用
ト
イ
レ
ま
た
は
携
帯
ト
イ
レ

が
あ
る
。
（
ト
イ
レ
の
回
数
×
３
日
分

×
人
数
分
）

〈
そ
の
他
〉

・
救
急
セ
ッ
ト
（
常
備
薬
・
消
毒
液
・

包
帯
・
体
温
計
等
）
が
あ
る
。

・
災
害
時
在
宅
生
活
支
援
施
設
を
知
っ

て
い
る
。

・
地
域
の
災
害
情
報
を
得
る
手
段
を
複

数
用
意
し
て
い
る
。

・
街
頭
消
火
器
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
。

・
家
族
で
防
災
会
議
を
開
い
た
こ
と
が

あ
る
。
（
安

否
確
認
の
方

法
な
ど
）

・
近
所
で
助

け
あ
え
る
人

が
い
る
。

《
大
規
模
災
害
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
日

数
目
安
（
東
京
）
》

電
気
７
日

上

下
水
道
30
日

ガ
ス
60
日

本
年
度
は
、
岩
戸
南
３
丁
目
地
域
、

岩
戸
北
２
丁
目
地
域
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

新
設
し
ま
し
た
。
前
回
同
様
、
新
設
に

あ
た
っ
て
は
、
半
年
以
上
の
時
間
を
か

け
、
本
部
役
員
、
理
事
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
、
町
内
の
候
補
地
を
廻
り
ま
す
。

そ
の
後
、
調
布
警
察
に
赴
き
相
談
し
な

が
ら
、
現
場
を
検
証
し
て
、
設
置
場
所

を
決
定
。
市
や
近
隣
住
民
の
許
可
を
得

て
、
増
設
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
も
、

都
と
市
の
補
助
金
を
利
用
し
、
町
会
負

担
を
抑
え
、
増
設
し
て
い
ま
す
。

10
月
23
日(

水)

岩
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南
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こ
ま
え
苑

で
避
難
訓
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実
施
さ
れ
ま
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。
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岩
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丁
目
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害
時
在
宅
生
活
支
援
施
設
を
知
っ

て
い
る
。

・
地
域
の
災
害
情
報
を
得
る
手
段
を
複

数
用
意
し
て
い
る
。

・
街
頭
消
火
器
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
。

・
家
族
で
防
災
会
議
を
開
い
た
こ
と
が

あ
る
。
（
安

否
確
認
の
方

法
な
ど
）

・
近
所
で
助

け
あ
え
る
人

が
い
る
。

《
大
規
模
災
害
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
日

数
目
安
（
東
京
）
》

電
気
７
日

上

下
水
道
30
日

ガ
ス
60
日

本
年
度
は
、
岩
戸
南
３
丁
目
地
域
、

岩
戸
北
２
丁
目
地
域
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

新
設
し
ま
し
た
。
前
回
同
様
、
新
設
に

あ
た
っ
て
は
、
半
年
以
上
の
時
間
を
か

け
、
本
部
役
員
、
理
事
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
、
町
内
の
候
補
地
を
廻
り
ま
す
。

そ
の
後
、
調
布
警
察
に
赴
き
相
談
し
な

が
ら
、
現
場
を
検
証
し
て
、
設
置
場
所

を
決
定
。
市
や
近
隣
住
民
の
許
可
を
得

て
、
増
設
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
も
、

都
と
市
の
補
助
金
を
利
用
し
、
町
会
負

担
を
抑
え
、
増
設
し
て
い
ま
す
。

10
月
23
日(

水)

岩
戸
南
、
こ
ま
え
苑

で
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
岩
戸
町
会
員
の
南
４
丁
目
に
住

岩戸町会だより岩戸町会だより
( 2 )( 2 )

岩
戸
防
災
部

岩
戸
防
災
部

防
犯
カ
メ
ラ
増
設

防
犯
カ
メ
ラ
増
設

こ
ま
え
苑/

避
難
訓
練

こ
ま
え
苑/

避
難
訓
練

チェックシートは町会事務所で配布中チェックシートは町会事務所で配布中



む

４

名

で

参

加

し

、

調

理

場

か

ら

火

災

が

発

生

し

た

想

定

で

け

が

人

の

避

難

を

誘

導

担

当

し

ま

し
た
。

平
日
の
日
中
は
職
員
の
方
々
も
い
ま
す

が
、
休
日
、
夜
間
は
職
員
も
少
な
く
な

る
た
め
、
近
隣
に
住
む
町
会
会
員
に
よ

る
共
助
が
必
要
だ
と
訓
練
で
は
確
認
し

ま
し
た
。
（
環
境
文
化
部
）

10
月
27
日(

日)

9
時
か
ら
狛
江
市
防

災
訓
練(

防
災
フ
ェ
ア
ー)

が
都
水
道
局

狛
江
材
料
置
場
用
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
自
衛
隊
、
狛
江
消
防
署
、
調
布
警

察
署
等
の
協
力
で
防
災
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
体
験
ブ
ー
ス
に
大
勢
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。
風
水
害
や
大
規
模
地

震
等
に
対
し
ど
の
よ
う
に
行
動
や
備
え

を
す
る
べ
き
か
、
各
ブ
ー
ス
で
は
体
験

を
通
じ
て
そ
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
岩
戸
地

域
の
防
災
の
た
め
、
積
極
的
に
訓
練
や

活
動
に
参
加
し
て
、
様
々
な
情
報
を
え

て
知
識
を
高
め
、
町
会
員
の
皆
様
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

12
月
1
日
（
日
）
二
中
地
区
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
二
中

地
区
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会

に
所
属
す
る
、
岩
戸
町
会
、
駒
井
町
会
、

猪
方
町
会
、
銀
行
町
親
和
会
に
よ
っ
て
、

毎
年
町
会
毎
に
輪
番
制
で
幹
事
を
行
い

（
幹
事
年
度
外
は
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
雑
務
の
手
伝
い
を
し
ま
す
）
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
年
も
、
晴
天
に
め
ぐ
ま

れ
、
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

（
競
技
種
目
・
パ
ン
ポ
ン
。
グ
ラ
ン
ド

ボ
ー
リ
ン
グ
。
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
。
テ
ィ
ー

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
。
地

輪
投
げ
。
マ
ジ
ッ
ク
ダ
ー
ツ
。
ボ
ッ
チ
ャ
。

体
力
測
定
）
最
後
は
、
地
域
別
に
分
か

れ
紅
白
玉
入
れ
、
パ
ン
掴
み
競
争
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
狛
江
ダ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
演
技

が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
盛
上
り
、

大
会
を
終
え
ま
し
た
。
参
加
者
合
計
４

０
４
名
（
フ
リ
ー
参
加
者
３
０
７
名
。

成
人
１
３
９
名
、
未
成
年
１
６
８
名
）

運
営
者
97
名
。
岩
戸
103
名
、
駒
井
町
48

名
、
猪
方
69
名
、
東
和
泉
・
他
77
名
。

事
由
発
生
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
申
請

が
町
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
各
班

長
も
し
く
は
、
理
事
ま
で
提
出
を
、
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
岩
戸
町
会
会
員

と
同
一
世
帯
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
13
：
00
～
16
：
00
が
開

所
日
と
な
り
ま
す
。

尚
12
月
29
日
は
、
年
末
の
た
め
閉
所

と
な
り
ま
す
。
年
明
け
の
開
所
は
、
１

月
12
日
と
な
り
ま
す
。

む

４

名

で

参

加

し

、

調

理

場

か

ら

火

災

が

発

生

し

た

想

定

で

け

が

人

の

避

難

を

誘

導

担

当

し

ま

し
た
。

平
日
の
日
中
は
職
員
の
方
々
も
い
ま
す

が
、
休
日
、
夜
間
は
職
員
も
少
な
く
な

る
た
め
、
近
隣
に
住
む
町
会
会
員
に
よ

る
共
助
が
必
要
だ
と
訓
練
で
は
確
認
し

ま
し
た
。
（
環
境
文
化
部
）

10
月
27
日(

日)

9
時
か
ら
狛
江
市
防

災
訓
練(

防
災
フ
ェ
ア
ー)

が
都
水
道
局

狛
江
材
料
置
場
用
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
自
衛
隊
、
狛
江
消
防
署
、
調
布
警

察
署
等
の
協
力
で
防
災
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
体
験
ブ
ー
ス
に
大
勢
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。
風
水
害
や
大
規
模
地

震
等
に
対
し
ど
の
よ
う
に
行
動
や
備
え

を
す
る
べ
き
か
、
各
ブ
ー
ス
で
は
体
験

を
通
じ
て
そ
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
岩
戸
地

域
の
防
災
の
た
め
、
積
極
的
に
訓
練
や

活
動
に
参
加
し
て
、
様
々
な
情
報
を
え

て
知
識
を
高
め
、
町
会
員
の
皆
様
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

12
月
1
日
（
日
）
二
中
地
区
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
二
中

地
区
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会

に
所
属
す
る
、
岩
戸
町
会
、
駒
井
町
会
、

猪
方
町
会
、
銀
行
町
親
和
会
に
よ
っ
て
、

毎
年
町
会
毎
に
輪
番
制
で
幹
事
を
行
い

（
幹
事
年
度
外
は
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
雑
務
の
手
伝
い
を
し
ま
す
）
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
年
も
、
晴
天
に
め
ぐ
ま

れ
、
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

（
競
技
種
目
・
パ
ン
ポ
ン
。
グ
ラ
ン
ド

ボ
ー
リ
ン
グ
。
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
。
テ
ィ
ー

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
。
地

輪
投
げ
。
マ
ジ
ッ
ク
ダ
ー
ツ
。
ボ
ッ
チ
ャ
。

体
力
測
定
）
最
後
は
、
地
域
別
に
分
か

れ
紅
白
玉
入
れ
、
パ
ン
掴
み
競
争
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
狛
江
ダ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
演
技

が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
盛
上
り
、

大
会
を
終
え
ま
し
た
。
参
加
者
合
計
４

０
４
名
（
フ
リ
ー
参
加
者
３
０
７
名
。

成
人
１
３
９
名
、
未
成
年
１
６
８
名
）

運
営
者
97
名
。
岩
戸
103
名
、
駒
井
町
48

名
、
猪
方
69
名
、
東
和
泉
・
他
77
名
。

事
由
発
生
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
申
請

が
町
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
各
班

長
も
し
く
は
、
理
事
ま
で
提
出
を
、
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
岩
戸
町
会
会
員

と
同
一
世
帯
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
13
：
00
～
16
：
00
が
開

所
日
と
な
り
ま
す
。

尚
12
月
29
日
は
、
年
末
の
た
め
閉
所

と
な
り
ま
す
。
年
明
け
の
開
所
は
、
１

月
12
日
と
な
り
ま
す
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二
中
地
区

ス
ポ
レ
ク
大
会

二
中
地
区

ス
ポ
レ
ク
大
会

狛
江
市
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

岩
戸
町
会
防
災
部

狛
江
市
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

岩
戸
町
会
防
災
部

弔
慰
金
・出
産
祝
い
金
の
申
請
に
つ
い
て

弔
慰
金
・出
産
祝
い
金
の
申
請
に
つ
い
て



数
年
前
か
ら
、
総
会
で
も
話
題
に
な
っ

て
い
る
、
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
本
部
で
議
論
を
重
ね
、
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
、
密
を
さ
け
ス
ム
ー

ズ
な
予
防
接
種
予
約
の
た
め
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
を
利
用
し
て
、

多
く
の
年
代
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
購
入

し
て
、
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
毎
日
の
軽
い
時
事

情
報
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利

用
し
て
確
認
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
手

間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、

情
報
共
有
や
情
報
配
布
の
効
率
向
上
も

期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
若
者
世
代

の
町
会
加
入
へ
の
参
加
を
促
す
期
待
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
持
た
な
い
方
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣
れ
な
方
は
、
町

会
会
員
に
は
大
勢
い
ま
す
。
町
会
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
通
り
紙
媒
体
も
利
用
し
て
、
「
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合
」
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
会
活
動
や

そ
の
他
情
報
を
「
町
会
だ
よ
り
」
「
町

会
ニ
ュ
ー
ス
」
「
掲
示
板
」
と
い
う
形

で
、
情
報
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
方
法
も
見
直
し
ま
し
た
。

積
極
的

な
掲
示
板
の
利
用
、
町
会
ニ
ュ
ー
ス
を

掲
示
板
で
紹
介
。
今
年
９
月
に
は
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
時
事
情
報
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
と
り
い
れ
、
岩
戸
町
会
・
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
フ
ェ
ィ
ス
ブ
ッ
ク
）
を

開
設
。
当
町
会
の
魅
力
や
活
動
を
岩
戸

地
域
の
皆
様
に
伝
え
る
た
め
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
来
年
度
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
会

活
動
に
お
い
て
情
報
共
有
や
作
業
の
効

率
化
を
図
る
た
め
に
、
「
町
会
員
専
用
」

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
す

べ
く
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
学
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
持
続
し
続
け
る
岩
戸
町

会
づ
く
り
の
た
め
に
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
「
岩
戸
町

会

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
も
し
く
は
、

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
ア
ク

セ
ス
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ェ
ィ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
友
達
申
請
に

つ
い
て
は
、
原
則
狛
江
市
民
と
し
て
い

ま
す
。
見
る
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
可
能

で
す
。

年
末
年
始
は
、
現
金
を
狙
っ
た
ひ
っ

た
く
り
や
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
犯
罪
、

特
殊
詐
欺
の
被
害
が
多
発
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
活
の
繁
忙

期
に
加
え
季
節
柄
火
器
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
、
火
災
発
生
の
危
険
性

が
増
大
し
ま
す
。
岩
戸
町
会
管
内
で
は
、

狛
江
市
防
犯
協
会
岩
戸
支
部
・
防
犯
部
、

防
災
部
、
狛
江
市
消
防
団
第
5
分
団
・

消
防
部
が
警
戒
実
施
を
し
ま
す
。

12
月
27
日
～
1
月
5
日

町
会
休
所

12
月
31
日
～

岩
戸
八
幡
神
社
／
年
末

詣
～
初
詣

1
月
12
日

町
会
開
所

1
月
12
日

狛
江
市
出
初
式
（
狛
江
市

消
防
団
第
5
分
団
・
消
防
部
参
加
）

1
月
13
日

ど
ん
と
焼
き
（
岩
戸
八
幡

神
社
）
九
時
～
十
四
時

2
月
16
日
予
定

地
域
懇
談
会

数
年
前
か
ら
、
総
会
で
も
話
題
に
な
っ

て
い
る
、
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
本
部
で
議
論
を
重
ね
、
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
は
、
密
を
さ
け
ス
ム
ー

ズ
な
予
防
接
種
予
約
の
た
め
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
を
利
用
し
て
、

多
く
の
年
代
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
購
入

し
て
、
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
毎
日
の
軽
い
時
事

情
報
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利

用
し
て
確
認
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
手

間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、

情
報
共
有
や
情
報
配
布
の
効
率
向
上
も

期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
若
者
世
代

の
町
会
加
入
へ
の
参
加
を
促
す
期
待
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
持
た
な
い
方
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣
れ
な
方
は
、
町

会
会
員
に
は
大
勢
い
ま
す
。
町
会
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
通
り
紙
媒
体
も
利
用
し
て
、
「
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合
」
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
会
活
動
や

そ
の
他
情
報
を
「
町
会
だ
よ
り
」
「
町

会
ニ
ュ
ー
ス
」
「
掲
示
板
」
と
い
う
形

で
、
情
報
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
方
法
も
見
直
し
ま
し
た
。

積
極
的

な
掲
示
板
の
利
用
、
町
会
ニ
ュ
ー
ス
を

掲
示
板
で
紹
介
。
今
年
９
月
に
は
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
時
事
情
報
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
と
り
い
れ
、
岩
戸
町
会
・
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
フ
ェ
ィ
ス
ブ
ッ
ク
）
を

開
設
。
当
町
会
の
魅
力
や
活
動
を
岩
戸

地
域
の
皆
様
に
伝
え
る
た
め
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
来
年
度
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
会

活
動
に
お
い
て
情
報
共
有
や
作
業
の
効

率
化
を
図
る
た
め
に
、
「
町
会
員
専
用
」

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
す

べ
く
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
学
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
持
続
し
続
け
る
岩
戸
町

会
づ
く
り
の
た
め
に
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
「
岩
戸
町

会

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
も
し
く
は
、

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
ア
ク

セ
ス
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ェ
ィ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
友
達
申
請
に

つ
い
て
は
、
原
則
狛
江
市
民
と
し
て
い

ま
す
。
見
る
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
可
能

で
す
。

年
末
年
始
は
、
現
金
を
狙
っ
た
ひ
っ

た
く
り
や
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
犯
罪
、

特
殊
詐
欺
の
被
害
が
多
発
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
活
の
繁
忙

期
に
加
え
季
節
柄
火
器
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
、
火
災
発
生
の
危
険
性

が
増
大
し
ま
す
。
岩
戸
町
会
管
内
で
は
、

狛
江
市
防
犯
協
会
岩
戸
支
部
・
防
犯
部
、

防
災
部
、
狛
江
市
消
防
団
第
5
分
団
・

消
防
部
が
警
戒
実
施
を
し
ま
す
。

12
月
27
日
～
1
月
5
日

町
会
休
所

12
月
31
日
～

岩
戸
八
幡
神
社
／
年
末

詣
～
初
詣

1
月
12
日

町
会
開
所

1
月
12
日

狛
江
市
出
初
式
（
狛
江
市

消
防
団
第
5
分
団
・
消
防
部
参
加
）

1
月
13
日

ど
ん
と
焼
き
（
岩
戸
八
幡

神
社
）
九
時
～
十
四
時

2
月
16
日
予
定

地
域
懇
談
会

岩戸町会だより岩戸町会だより
( 4 )( 4 )

町
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を

融
合
さ
せ
た
組
織
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

町
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を

融
合
さ
せ
た
組
織
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

岩
戸
町
会
は
12
月
28
～
30
日

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

岩
戸
町
会
は
12
月
28
～
30
日

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

岩
戸
町
会

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
）

開
設
し
ま
し
た

岩
戸
町
会

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
）

開
設
し
ま
し
た

町
会
今
後
の
予
定

町
会
今
後
の
予
定


